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同 じく第二次大戦の枢軸国として参戦 したイタリアは、戦後自国の敗戦処理に負われ、 日本研
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究は近世以来伝統の美術や文学が中心だった。70年 代以降、日本の経済成長への関心か ら経済、





が、依然 として文献学的な近世以前対象の研究が主流だった。70年 代に入ると経済大国 日本 との
貿易関係 を反映し、現代 日本の研究に目が向けられ、社会科学高等学院現代 日本研究セ ンターが
開設された。80年代 には日本語 ・現代 日本研究が増大。地方 にも拡散 し、90年代には政府、通産
省、文部省共同対 日輸出促進キャンペーン"LeJapon:C'estPossible"に 関連 して日本通のビ
ジネスマン養成のため国立レンヌ大学に日仏経営大学院の設置など、現代 日本研究 ・教育が行わ
れている。
北欧ではスウェーデンを例にとると、50年 代に総合大学で 日本語講座が始まり、60年 代から70
年代に地域的に拡大 し、80年代か ら90年代には工科大学や商業科大学へ拡大 したが 日本語 日本文
学で修士号、博士号 を出すのはス トックホルム大学のみである。80年 代末に北欧5力 国(ノ ル
ウェー、スウェーデン、フィンランド、デンマーク、オランダ)政 府共同出資の現代アジア総合
的研究機関(NIAS)が 設立されアジア情報収集のネットワークを形成 している。
鎖国時代を通 して 日本の外国への窓口であ り、ヨーロッパの 日本研究の本山的役割 を務めたオ





英国その他、合計10機 関以上の高等教育 ・研究機関で 日本語 日本研究の分野の博士号、30以上の
機関で修士号 を授与してお り、日本から学位 をとるための留学生も見られる。研究動向としては
歴史のある人文学系の文献学的伝統的日本研究に加えて、各国の経済政策を反映し、社会科学分
野での多元的な現代日本研究が多 くなった。
西欧の日本研究者の団体 は各国のアジア政策、 日本 との外交 ・経済関係 を反映し、EU諸 国に
多い。70年代にはオース トリアや ドイツ(72年 結成の 「ヤパノローゲンターグ」が90年 代にはオー
ス トリアやスイス参加の 「ドイッ語圏日本研究学会」に発展、94年度会員は約90名)、 イタリア(73
年設立/93年 現在会員170名)、 英国(74年 設立)で 、80年 代にはフランス(93年 現在/会 員約
180名)で 、90年代 に入ると近代 日本研究の後発国スペイン(93年)で 結成された。 日本語学習









本語講座が開設されたロシアでは、 日露戦争以来 日本 との外交関係を反映 し、戦前から日露関係
を中心に日本研究が進み、10月 革命後ソ連 となって も、欧州の日本研究をリードする存在であっ
た。戦後 は国家機i関による日本の外交問題研究が中心で、 日本が経済発展する60年代後期から80
年代 にかけては経済や社会研究が行われ、社会科学と人文学の割合は6対4。 専門家の層 も厚かっ
たが、80年代後期には社会科学の分野でイデオロギーの独断的な研究方法論が日本研究振興の障
害 となっていた。91年 ソ連崩壊以後、思想的制約がなくなり、資料 も公開され、学者間の意見交
換や他国の研究機関との交流も自由化 し、日本との経済関係を反映 して大学の日本語講座 も急増
し、現在22の 大学に日本語講座が設置され、ロシア科学アカデ ミ 一ーの5研 究所 と3大 学の研究所
で日本研究が行われている。94年には極東大学に付属東洋大学が開設 され、ロシア科学アカデミー















全欧州の 日本研究者の団体 としては1973年 にヨーロッパ 日本研究協会(EAJS/会 員約300名)
が設立され、80年代末には図書館関係者が全欧州 日本資料専門家協会を結成 した。94年 デンマー





学際的、総合的な地域研究の結果、大 きく飛躍 した。50年 代の国防教育法による外国研究の奨励
以来、冷戦構造の時代 日本語 ・日本研究は質量 ともに発展 して行 く。65年 以降、日本の高度成長
につれて日米経済関係が逆転 し、70年代にオイルショックから大学が倒産する中で、日本企業が
助成する日本研究は発展を続け、89年度の国際交流基金AAS委 託調査では日本研究学科や講座
等 をもつ高等教育研究機関数は337。研究者や専門職の層 も厚 く広がり、研究対象領域 も伝統的
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日本文化から社会科学や自然科学、まで多様化 していった。80年 に全米でテレビドラマ 「将軍」
が 日本語ブーム(1)を起 こし、大学の日本語履修者は83年 から86年の間に45%急 増、23454名(2)を超
えた。80年から88年までの 「アジア研究博士論文」(3)の日本部門の論文は倍増 したが、80年に30%
を占めていたヨーロッパ式の正統派とされた人文系の伝統的 日本文化研究は88年 には19%に 減
少。90年 度の日本研究博:士論文約60%が 現代 日本を研究対象にしている。89年 には日本語 ・日本
研究で22機 関(修 士号18;機関、博士号13機i関)、 日本を含むアジア研究で16機i関、東アジア研究
で17機 関の合計55機 関が大学院レベルの学位を授与 している。
60年代中期から始まる日米の経済摩擦は、80年代後半から激化し、90年代初頭には日本企業の
米国進出、企業や不動産買収により激化 し、日本脅威論が出現。ジャパン ・バ ッシング(日 本叩
き)が 流行語とな り、学界で もリビジョニストが勢いを強めた。 しか し、日本経済の不況が長引
く今日、ジャパン ・パ ッシング(日 本への無関心)の 時代 と言われる。4年 発表のワシン トン日
米経済協会のA.ア レキサンダー理事長の論文の題 も 「ジャパン ・アズ ・No.3」(No.1は 米国
でNo.2は 中国)で ある。
日本企業の進出や日米の大学間協定や姉妹都市提携 も米国の日本研究の推進に係ってきた。例
えば、滋賀県 と姉妹州のミシガンの15の 大学が88年 に滋賀県彦根市にミシガン州立大学連合 日本
センターを設立 し毎年日本語日本文化研究のため学生 を送っている。現在、全米の日本語教師の
協会(会 員約1400)は あるが 日本研究者のみの団体 はなく、日本が研究対象のアジア学会会員
数〔4)は86年約17%だ ったが、90年 には約22%に 増加 している。
米国の研究者の研究成果の著作や論文はヨーロ ッパ、オース トラリア、東南アジアその他、英
語が母国語、公用語、共通語、また第二外国語の国々、また、米国で学位を取得 した研究者のい
る機関などで広 く読 まれ、 日本研究に与える影響も大 きい。
19世紀後半に始 まる日本人移民問題をもつカナダでは、戦前か らの 日本語学校、第二次戦時中
には陸軍日本語学校 もあった。戦後50年 代には英国やオース トラリアから研究者を招き、高等教
育機関で日本研究が始 まる。70年 代には中国との国交回復からアジア政策に重点が置かれ、カナ
ダのアジア学会も設立 された。以来、経済発展する日本 との貿易関係 を反映 して、国家 レベルで




半に大学院大学コレビオ ・デ ・メヒコに中南米で最初のアジア ・アフリカ研究センターが開設 さ
れ、日本部門では歴史、文学、社会の研究と教育が行われ、現在修士号を出してお り、近い将来
博士課程が開設される。メキシコ国立大学にも日本語講座がある。メキシコの日本研究の振興の
ため設立された日本文化情報セ ンターが活動を開始 し、 日本文学の翻訳家協会の活動の成果はス
ペイン語圏の日本文学研究に貢献 している。
アルゼンチンやペルーと同様に20世紀初頭から日本人移民が始まったブラジルでは日系人によ
る民族文化の伝承 とは別に、学問としても日本研究が60年 代から始 まり、日本 との経済関係が緊
密になる80年代後半から増大 した日本語講座を持つ高等教育機関数が90年代に入ると急増 し、現









れ、日本研究機関数 も増大 し、地域的にも拡大 した。アジア太平洋研究の一環として社会科学分
野での現代 日本研究 も盛んだが、伝統的日本研究 も併存 している。日本研究者の団体 としてオー
ス トラリア日本研究者協会(78年 設立/91年 会員300)が 積極的に活動 している。93年 の国際交
流基金日本語国際センターの調査では日本語学習者は17万 人を超え、韓国、中国に次 ぎ世界3位
である。日本語履修者は初等、中等教育機関が90%を 占め、高等教育機関では約1万 人となる。






(東アジアについては同 じセ ッションで中国と韓国の発表があるため、重複 を避けて省略)
①東南アジア
第二次大戦中戦場となり、また日本軍の占領地域として 日本語を強制された地域での日本人や
日本語に対する感情や戦後 日本の賠償問題など、戦後 日本との外交 ・経済関係、日本のODAな
どがこの地域の日本語 ・日本研究の展開に大 きな影響を与えている。お しなべて60年代以降に各
国の高等教育研究機関での 日本語、 日本研究が始まり、日本の外務省日本研究寄付講座プログラ




例えば、インドネシアでは60年代に日本語 ・日本文化学科が4国 立大学に開設され、70年 代に
機関数が増加 し、80年代にはナショナル大学 に日本センタ・ー…一が開設、インドネシアの研究者団体、




始まり、80年代中期以降には大学に日本研究センターが設置され大学院(修 士)教 育 も始まった。
また、80年 以来、経済発展 した日本の近代化 をモデルに国策"LookEast"を 提唱するマレーシ
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アでは91年 に国際戦略研究所(ISIS)に60%日 本の経団連会員出資 で 日本研究センターが設立











で日本語コースが開設 され、74年 にはジャワハルラル ・ネルー大学がインド最初の日本語専攻の
学士号と修士号 を授与機関となる。80年代 にインドの管理経済の自由化 と共に日本企業が進出し、
日本語の出来る人材の需要が増えた。80年 代後半か ら90年代前半にかけて日本語講座 を持つ機i関
が増大、地方へ拡散 していった。4大 学に日本語 ・日本研究科や研究センターが設置され、言語
学、比較文学の立場からの 日本文学研究、社会科学の分野での近、現代 日本研究が行われている。
この地域では日本政府の対 日理解促進政策が 日本研究 を推進 した感が強い。現在、南 アジア全体




二次大戦中米国海軍で日本語を学び、58年度 日本文部省奨学生である。80年 代後期 には日本の政
治学、社会学、音楽、演劇の講座が設置されている。 トルコではアンカラ大学の日本語講座が70
年代に始まり、86年 には日本語 ・日本文学専門課程 を開設 し、現在修士号と博士号を授与 してい







年代に始まったこの地域の 日本語講座 は、90年代に入って飛躍的に増え、エジプ トのカイロ大学
の他、モロッコ、ケニア、マダガスカルの高等教育機 関で行われているが、学士号を出すのは3
機関。 日本とアフリカ地域の大学問の協定数は24件 で、殆 どが理工系である。エジプ トのカイロ
大学の日本語日本研究科では94年度から日本人客員教官を迎えて大学院教育が始まる。また、 日







時に各国の自国問題 とも深 くかかわりなが ら展開して来た。特に日本の同盟国、対戦国、被占領
国となった り、 日系人が国民の一部 となっている国々は、「日本」 を国内における切実な問題 と
して扱 う体験があ り、その国々の日本研究の歴史的展開の過程を特徴づけている。また、日本 と
政府間で文化協定(8)や科学技術協力協定等(9)を結んでいる国々は、日本の大学や研究機関との提
携や日本 との姉妹都市提携による交流 も多い。また、各国での日系企業数と日本語 ・日本研究機
関や学習者、研究者数は概ね比例 してお り、数地域的、時間的なズレはあるが、全般的に見て経
済発展 を遂げた日本との経済関係の緊密化、日本の文化交流拡大政策と巨額の援助が80年代前半




ハイテクへの関心から始まる日本語教育 ・日本研究が90年代 に増大 している。
II展 望
上記の国'々の月本研究 を機関や講座名から見ると①Japanology(人 文系伝統的文化研究)、②
JapaneseStudies(人 文学 ・社会科学両分 野、学際的、総合的研 究、地域研究)、 ③Japan
Studies(社 会科学分野中心の現代 日本研究)に 大別 され、① は60年代以前 に欧州で設立 された
機関、②は40年代中期以降米国に、③は60年代のオース トラリア、80年 代以降の西欧、90年 代以
降東南アジアに設置された機関に多 く見 られる。
J.V.ネ ウス トプニー大阪大学教授の日本研究の方法論⑩では、①異国趣味から出発 した 「日
本学」、② 「近代的日本研究」そ して③ 「ポス ト・モダニズムの現代型 日本研究」即ち第三のパ
ラダイムに基づいた多様性を認める研究の3タ イプに分類 し、③が新 しい主流であるとしている
が、 日本研究のパ ラダイムの変化が上記の機関名か らも類推出来そうだ。
上記のような80年代以降の多元化する海外の 日本研究の発展を支えて来たのは、パ ックス ・














社会的文化的資力に基づ く一つのイデオロギーのようであった。49年 に専門誌が創刊 され、51年
には学際的な研究者の団体、アメリカ学会が設立 された。人種問題から公民権法が成立 して行 く
60年代中期以降、ベ トナム戦争時代 を通 して価値観の多様化が進み、米国はもはや一つの統合体






創刊 された。77年 在 日米国教育委員会(FulbrightCommission)の 報告によると74-75学 年度
の日本の大学438校 中208校 で米国に関する科目は約2000、 担当教官数1280名 、履修学生数は12万
人を超えていた。('Pしか し70年代オイルショックやベ トナム戦争後の経済力の低下で、80年 代に
入ると米国研究の学位を取って も就職先がなく、就職のためには英語教師の資格を取 りなおすよ
うな状況が続 くと、学生が集まらず学部が閉鎖されるなど、米国研究は国内で失速 して行 った。
一方、海外では日本など米国との関係の緊密な国々では自力で研究が存続、専門化 した。現在、
米国では多民族多文化多言語社会を反映 し、米国研究の一.と しての日系米人研究など、日本研












学習者数 も99力国、160万 を超えた。その70%が 初等 ・中等学校の生徒であり、約20%を 占める
高等教育機関での学習者 も様変わりし、文科系 よりも就職に有利なため工学部、理学部の学生が
急増 している。このような外国の日本語教育機関は80年 代以降に急増し、経済大国日本の国力と
比例 している。この状態が続けば近い将来に日本語の一次資料 を使える研究者の急増 も期待出来
よう。
しか し、86年 に2万 人を超えていた米国の高等教育機関での日本語学習者数が、93年 に16951
名(1オに減少 している。80年 代は日本奇跡の高度成長に学ぶ点があ り、80年 代 リヴィジョニス トや
日本脅威論時代の後で90年代はジャパ ン・パ ッシング時代の反映とすれば、大学の日本語講座の
人気の動向とは日米経済関係の反映に過 ぎないのか。また、多民族多文化多言語社会の米国では、
公民権法制定後、68年 に二言語使用教育法が連邦法 として制定され、全米で約100言 語が義務教
皿一30
育で用い られて来 たが、過度の多元化 は社 会の統一 を欠 くと、80年 代前期か ら英語第一主義団体
が結成 され、英語公用語化 運動 を始め、86年 にカ リフ ォルニア州で は州法で英語 を公用語 と決 め、
他の言語使用 を禁止 した。 これが米国での 日本語 を含 む英語 以外 の語学教育へ影響 し、将来、他
の多民族 多文化多言語国家 にも起 りうる現象 となる可 能性 もあろ う。
一方、交通機 関の発達で90年 代 に入 ると外 国 を訪 れる 日本 人が年 間1千 万人 を超え、外国定住
日本人 も68万 人とな り、経済大国 日本にジ ャパニーズ ・ドリームを求めて来 日す る外 国人労働者
も増えた昨今、 日本人 の 「外 国」 とい う概念 も変わ り、留学生10万 人計画(1㌔進行 し、 日本 の大
学に留学す る外国人学生 も5万 人を超 えた。 また、情 報通信手段の発達〔1。はバ ーチ ャル教室 ・会
議 ・図書館等 を可能 に し、研 究者 同志 が電子 メイルやフ ァクスで瞬時 に情報交換 出来 る今 日、帆
船 の時代 や飛行機時代 とは時間や距離 の観念 が変 わ り、新 しい研究の方向 と可能性 が生 まれて当
然 である。
この ような研 究情報の交換 のためには研 究者間の交流 ネ ッ トワークの形成が重要であ る。EU
諸 国間の国境 を超 えた大学 間教育 ・情報交流 のため1987年 にエ ラスムス計 画〔1勾が発足 し、英 国、
フラ ンス、 イタリア、 ドイ ツ、オラ ンダ、 オース トリア、デ ンマ ークの 日本研究 の名 門校 が参加
してお り、EU諸 国の高等教育機関での 日本研究 も将来 の国際的 な発展が大いに期待 出来 よう。
また、 これ をモデルにオース トラリア大学長会議 によ り提唱 された アジア太平洋地域 の大学 問交
流 の促進計 画UMAP⑯ が、91年 以来毎年豪 州、韓国、台湾、 日本 と回 り持 ちで総 会 を重ね協 議
を進めてい る。 この ようなプログラムが世界 中に広が り、国家の枠 を越 えた交流が世界の 日本研
究者 や研 究機関の間で行 われ、グローバルな研 究ネ ッ トワークの設立 こそ、グローバ ル ・スタデ ィ
ズの一環 と して、開かれた 日本研究の将来が あるように思われ る。
〔注釈〕
















高橋 一 男 「世 界 の 「お しん」 現 象 」、 『国 際 交 流』64号 、1994年8月
西 尾 信 一 「マ レイ シ ア に 日本研 究 セ ン ター を設 立 一 ア セ ア ン地 域 に お け る相 互理 解 の 促 進 と平 和 の確
立 に 向 け て一 」、 『経 団 連 月 報 』1991年3月
宮 本靖 介 「30年後 の ベ トナ ム」1994年10月6日 産 経新 聞(夕 刊)
国 際 交 流 実 務研 究 会 編 、「大 学 間協 定 の締 結 状 況 」、『国 際 交 流 実 務 ハ ン ドブ ッ ク』1、 ぎ ょ うせ い 、1992、
pp.1057-1137
国 際 交 流 実 務 研 究 会 編 、 「科 学 技 術 協 力 協 定 等 締 結 国 一 覧 」、 『国 際交 流 実 務 ハ ン ドブ ック』1、 ぎ ょう
せ い 、1992、p.1056
J.V.ネ ウ ス トプ ニ ー 「世 界 の 中 の 日本 研 究(7)オ ー ス トラ リアー 多 様 性 認 め る 「現 代 型 」」、1994年
10A7日 、京 都 新 聞(朝 刊)
AmericanStudiesAssociation,AmericanStudiesInternational,1979
国際 交 流基 金 日本 語 国 際 セ ン タ ー 『海 外 日本 語 教 育 の現 状 一 海 外 日本 語 教 育 機 関 の現 状一1993年 概 要 』、
1995年2月
互 一31
13)「21世 紀 へ の留 学 生 政策 に 関す る提 言 」(1983)お よび 「21世 紀 へ の 留 学 生 政 策 の展 開 につ い て 」(1984)
の 二提 言 に も とづ き文 部 省 が 総 合 的 に推 進 して い る。1994年 現 在 日本 の 大 学 の 留 学 生 数 は53787名 。 文
部 省 学 術 国際 局 留学 生 課 『我 が 国 の留 学 生 制 度 の 概 要一 受 入 れ 及 び派 遣一 』1995
14)グ レゴ リー ・C.ス テ イ プ ル 「特 集:電 子 メ デ ィア と国 際 交 流 一 テ レジ オ グ ラ フ ィ ーか ら見 た 世 界 」、
『国際 交 流 』64号 、 国際 交 流 基 金 、1994
15)EuropeanCommunityActionSchemefortheMobilityofUniversityStudents.参加 大 学:英 国 一 ロ
ン ドン大 学SOAS、 オ ク ス フ ォー ド、 ケ ン ブ リ ッジ、 ス ター リ ン グ各 大 学 、 フ ラ ンスー 高 等 研 究 院 と
パ リ大 学 、 イ タ リアー ナ ポ リ大 学 と ヴ ェニ ス 大 学 、 ドイ ツー ボ ン大 学 とベ ル リ ン大 学 、 オ ラ ン ダー ラ
イ デ ン大 学 、 オ ー ス ト リアー ウ ィ ー ン大 学 、 デ ンマ ー クー コ ペ ンハ ー ゲ ン大 学 。(TheCommi∬ionof
TheEuropeanCommunities,1992)
16)UniversityMobilityinAsiaandthePacific.アジ ア ・太 平 洋 大 学 交 流 。 日本 で は 国立 大 学 協 会 が 事 務
局 。
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